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試験研究業務月報

受胎により和牛増頭にも貢献

課題名 リフレッシュ放牧牛を農家に返却

要 旨

和牛繁殖農家の経済的損失の要因となっている長期不受胎牛を放

牧により受胎させる試験に取り組んでいます。

今年度は、試験牛９頭を６月１２日から１１月２４日までの

１６５日間放牧し、その内７頭が受胎して農家に返却したところ、

農家にたいへん喜ばれました。
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